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平遥方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形













者では “I類・高降・ Ⅱ類",後者では `tS(2)。LS(3)。LS(1)''と呼ばれている―は,歴史的にこの
順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
タイプ “rlght soreading''“高降 “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “right spreading''(前字上
声を除く),②は “上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した “secondary tone",③は “既
定値"のみ保存している, と考えている。




地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都・陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような,“中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値
成都 陰平 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 _L 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005a)では,「貴陽・陰平」,「貴陽・陽平」,「貴陽 。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような,
“高昇"タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45






































「後軽 c」 (後字 53/‐?53)は,「①A十②/⑤」。「④+②/⑤」に現われる。










後軽b(後字 23) 23+23 14
後重 23+23 13
後軽a(後字 35) 31+35 116 31+3518
後軽c(後字 53) 31+53 1 1 31+53 1 1
後軽d(後字 21) 35+21 12
①B
213
後軽b(後字 23) 23+2319 35+23 13 23+23
後重 31+352後軽a(後字 35)
後軽d(後字 21) 35+21 1 1
②
523
後軽b(後字23) 53+238 53+23 17 53+237
後重 35+22 11
後軽a(後字 35) 53+35 13
後軽d(後字 21) 523+211 1
③
35
後重 35+22 113 +35 1 323+2312
後軽d(後字21) 35+21 11135+21 1635+21 1 753+21 11
35+21 1 435+21 12
④
‐?213
後軽b(後字 23) 23+23 11
後重 23+23 13 βl+3511
後軽a(後字 35) _31+35 11 31+35 1 5
後軽c(後字 53) 31+53 1 1 31+531 1
後軽d(後字 21) 35+21 12
⑤
‐?523
後軽b(後字 23) 二遇+2318 ??? ????? 53+23 1
後重 31+53 11
353+35後軽a(後字 35)










































































































































2.名詞重ね型の語彙は,①A・④では「後軽 a」 (後字 35/―?■5)に,①Bo②・⑤では「後軽b」
(乃至「後重/後軽b」,後字23)に,③では「後軽dl」(後字21)に,それぞれ属している。
字





























5.接尾辞 “几"(単字‐?213)は,前字①Aでは「後軽 a」 (後字‐?35)に,前字①Bo②・⑤では
「後重/後軽 b」 (後字‐?23)に,前字③では「後軽 d」 (後字‐?21)に,それぞれ属している。(前
字④の例は得られなかった。)
前字
































― ― ― ― 一 一
― 一
二 彙 奎 ― ―

























=二 ― ― ― ― ―
ニ ユ 彎
=一

















































































































































_:螂」=」 _壼」 籠 回 |~~~「~~
④+①(後重)``舌」凩''[kuA?2旦‐23 xl■3213‐23]
1 2ф・ 1 ,II._111-一'一―~出 ||:‐凛鮮
E菫]:I]に[鞘業本|
■■」F……腱打~t饉,「~「~


































,lt rw轟議i赫螢議轟赫 す――,|…・…      .…釉_.…
、
"`にヽ
、体ぼに■■      厳..|`…粽可^ 劇I:~:._..1-1摯―i-1■―
1 _聖」_上」 t_霊」,,ヽ…岡‐繭■|lt薔1■F・――‐r~~~
'ワ| 。・ '¨‐・     |     ,o..`…Ⅲ回_"■‐|‐ti11お_|・‐・ ‐1-――~F事
|■=I 響.]‐」Ⅲ IⅢII「―



























'ふい‐‐     =‐ぼ.続蒟高 ■:::_′._3…¨r―| _ヽ“嗜~~「~




























「①A+①/④後軽 a」。「①A十②/⑤後軽 c」。「①A+①後軽 d」。「①B十①後軽 d」 の前字①,「③+






spreading''タイプ, “高降(High Eaning)''タイプ,“低昇/高昇Cising)''タイプ,“中平(Mid Level)"









単字 前字 後字 イ麺前 単 前 1後
①A十①
後重 3


























































































































































































































































































































































324  降昇 233   昇 1 233   昇 2.32 ‐?13 ‐?13  1   13
″
｀、 /



































































































524  降昇 543  高降 1 233  昇 2.91 ‐?53 ‐?53  1   13










524  降昇 333  降 1 443  高降 1.46 ‐?53 ‐?31 53
0











524  降昇 543  高降 1 233  昇 3.38 ‐?53 ‐?5旦  1   35
●















524  降昇 543  高降 1 233  昇 1.73 ‐?53 ‐?53  1  ‐?13
0












524  降昇 554  高降 1 344   昇 2.38 ‐?53 ‐?53  1  ‐?13
●










524  降昇 554  高降 1 221  低降 0.88 ‐?53 ‐?1231‐?53
●








「①A十①/④後軽 a」。「①A十②/⑤後軽 c」。「①A十①後軽 d」。「①B+①後軽 d」 の前字①,「③十
③後軽d2」の前字③,「④+①/④後軽 a」。「④十②/⑤後軽 c」。「④十④後軽 d」 の前字④は,単字調
として現われる調素が後字軽声の前で変調している。
単字調形 “降昇"に対し,「前字+後字」調形が “降十昇"である「①A+①後軽 a」,「①A十④後
軽 a」,「②十②後軽b」,「②十③後軽 a」,「④十①後軽 a」,「④+④後軽 a」 6形式は,Sタイプであ
る。
後字調形が “高降"である「①A+②後軽 c」,「①A十⑤後軽 c」,「④十①後軽 c」,「④十⑤後軽 c」
4形式は,Fタイプである。
後字調形が “昇"である「①A十③後軽b」,「④十③後軽b」 2形式は,Rタイプである。
後字調形が“低降"である「①A十①後軽 d」,「①B十①後軽 d」,「②十②後軽 d」,「③+①後軽 d」,
「③十②後軽d」,「③十③後軽dl」,「③十③後軽d2」,「③十④後軽 d」,「③+⑤後軽 d」,「④十④
後軽 d」,「⑤+⑤後軽d」 11形式は,Dタイプである。
「後軽 a」 (後字35)は,前字①A(Sタイプ)では後字の方が短いが,前字② o④(Sタイプ)では
後字の方が長い。
「後軽b」 (後字23)は,前字①A・④ (Rタイプ)。② (Sタイプ)とも,後字の方が長い。
「後軽 c」 (後字53)は,前字①A(Fタイプ)では後字の方が短いが,前字④ (Fタイプ)では後字
の方が長い。
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